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トロリーバス
軌跡たどる

ローマの休日



提供 関西電力

昭和39年(1964) 8月1日開業

平成6年(1994) 8月1日

関電トンネルトロリーバス



トロリーバスが街を変える 発刊 2001.05.30

• 関電トンネルトロリーバス

（無軌条電車)

無軌道電車

Trolleybus

ＴｒｏｌｌｅｙＣｏａｃｈ

ＴｒａｃｋｌｅｓｓＴｒｏｌｌｅｙ

Ｔｒａｎｓｉｔ Ｓｔｅｐｃｈｉｌｄ
いろいろな名前で呼ばれ、

まさに都市交通では継子の存在

ハイブレッド (交配種)

雑種と交配種とは全く違う、

最善の特性を入念に吟味し、

組み合わせた成果である。



関電トロリーバス9両 メキシコヘ



世界最初のトロリーバス
ジーメンスにより明治15年(1882) ベルリン郊外で試走

ジーメンス博士

ジーメンス社 提供



デュアルモードバス 明治32年(1899)

世界初デュアルモードバス

ジーメンス社が1899年のベルリン

モーターショーに出展

200 個の鉛バッテリーを積載

道路では電気バスとして運行、

軌道では小さな導電輪を持ち、

屋根のパンタグラフ から給電、

電車として運行

平成6年(2004)JR北海道がDMVを

走行試験実施

ジーメンス社 提供



世界最初のトロリーバス運行都市

明治34年(1901) ドイツ・エベルスバルデ

初期の集電装置はトロリーポールでなく、

架線上のトロリー滑車からケーブルにより
受電していた。

集電器



20世紀初頭のトロリーバス
トロリーポール方式が主流となる

イギリス・リード 明治44年(1911)アメリカ・ロスサンゼルス 明治43年(1910)

ドイツ・ドレスデン 明治37年(1904)

イタリア・ミラノ 明治39年(1906)



阪急学園池田文庫 提供



雲雀丘 犬走りのある生垣や植栽

雲雀丘花屋敷駅前プロムナード

雲雀丘花屋敷全景 平成9年航空写真

私地公景の理念



現在の雲雀丘花屋敷

雲雀丘花屋敷駅東口
阪急バスが運行している

花屋敷つつじヶ丘のへび
坂



昭和初期の雲雀丘花屋敷



昭和30年頃と現在の花屋敷地区

つつじヶ丘の桜並木、中央は路線跡



新花屋敷温泉創業者 田中数之助氏

田中数之助氏

久留米かすり展示会

川村綱子氏 提供



新花屋敷温泉全景 温泉館・遊園地



新花屋敷温泉内部と遊園地

モダンなロビーと大浴場

温泉遊園地風景

川村綱子氏 提供



昭和初期の花屋敷の風景

満願寺付近の農家

幌付きオープンカーで客送迎

川村綱子氏 提供



日本最初の無軌道電車運行
新花屋敷 昭和3年(1928年)8月1日運行開始

田中数之助氏

宇喜多秀穂氏

産業界の先駆宇喜多翁より

産業界の先駆者

日本無軌道電車

昭和3年(1928) 開業



日本無軌道電車路線図と勾配図
最高14.2%の勾配

日本のトロリーバス 提供



日本無軌道電車本社前
長尾台の当時と現在の様子

現在もガレージのレンガ
壁が残っている

川村綱子氏 提供

長尾台 峠の茶
屋



日本無軌道電車
昭和初期 1920年代 のトロリーバス

イギリス・チェスターフイルド
AEC製602型 大正13 (1924)

日本無軌道電車
日本輸送機製作所製 昭和3年
(1928)

上海市 大正3年 (1914) 開業

方向回転盤英国製



日本無軌道電車の車内
運転席横円筒型路面電車用ノッチにより速度を加減

座席は長椅子、吊革付き 定員28人

OHM社 提供長尾台停留所



日本無軌道電車の仕様



日本無軌道電車

開業式当日の風景

開通式の電車デコレーション

中央 田中数之助社長
右側 宇喜多秀穂支配人

日本無軌道電車乗車券
片道10銭、往復15銭

阪急学園池田文庫 提供

川村綱子氏 提供



大阪毎日新聞 昭和3
年7月31日

大阪朝日新聞

開業を伝える新聞記事



現地取材と情報提供を求める新聞記事(1993年)

吉川文夫氏 若田一枝さん

当時の広告チラシ 中村九一氏 提供

満願寺山門

川村綱子さん 辰巳もよさん



日本無軌道電車運行風景

朝日新聞社・川村綱子氏 提供

長尾山駅本社前
(ループ線で待機中) つつじヶ丘の坂道

(中央の道路敷が舗装している)

車掌がポールを直している

(側柱と架線の状況が良く分かる)

途中で乗客が下車している(乗り
降りは後部ドアから)



企業家の栄光と挫折

田中社長と川村綱子さん

万年坂の地蔵石仏



新花屋敷の幼馴染みが再会で感激



世界各地のトロリーバス

現在でも47カ国 313都市で活躍している

北朝鮮・平譲

ブラジル・サンパウロ

ロシア・モスクワ

スイス・ジュネーブ



日本のトロリーバス運行都市

昭和7年から昭和47年まで運行
京都市、名古屋市、川崎市、東京都、大阪市、横浜市

京都市

大阪市

名古屋市

東京都



大阪市交通局・トロリーバス

大阪市営トロリーバス
昭和28年9月1日開業

神崎橋～大阪駅前

守口車庫前～杭全町
昭和45年6月14日廃止

現在、技術遺産として
255号車(大阪車両製)
森之宮車庫工場で保存

大阪市交通局 提供

十三大橋

天神橋六丁目



世界の珍しいトロリーバス



工事作業用・トラックトロリーバス



ガイドウェイトロリーバス エッセン 1980年

• エッセン(ドイツ)では道路と電車軌
道両方をガイド走行する(DUO-BUS)
ガイド・デュアルモードトロリー
バスを導入した

• 路面電車の地下駅ホームを共有し
、トンネル内はトロリー運行、郊
外はデーゼルエンジンで運行 車輌
はメンセデスベンツが開発
(O405GTD型)

利点

・架線、軌道敷、ホームを共有する
ことにより定時運行が確保され、
同一ホームによる乗換の利便性が
ある



ガイドトロリーバス サンパウロLVW 1999年

• サンパウロでは交通渋滞解消の
ため市内にガイドトロリーバス
で専用軌道による公共交通シス
テムを運行

• 車輌はマルコポーロ社製で3連
接車、デーゼル発電機搭載、

(価格は70万ドル)

• 路線は環状、放射線状と各ター
ミナルで他交通機関と乗り継ぎ
可能



デュアルモードトロリーバス 米国 1990年 2005年

• シアトルの市内中心部トンネル
内はトロリーバス運行、郊外は
ディーゼルエンジンにて運行

• ボストンのベイエリアの空港と
ダウンタウンを結ぶシルバーラ
インに導入、トンネル内はトロ
リーバス運行、市内部分は搭載
ディーゼル発電機によるモータ
ードライブ運行

(車輌はネオプラン社製150万ドル)



21世紀のトロリーバス
架線レス・トロリーバス 2001年

トリエステ(ｲﾀﾘｱ)

地表集電による架線レス・

トロリーバス ストリームが

試験運行

(ｱﾝｻﾙﾄﾞ・ﾌﾞﾚﾀﾞ製)

• 給電は磁気ピックアップ方式、車輌
底部に付属の磁石付集電器により地
中の充電ベルトラインを引き上げ給
電する

• 1年に亘り試験運行を実施したが、
地表集電技術(安全、絶縁対策)と市
長交替(政治的)で営業運行は中止と
なった



磁気ピックアップ給電システム (ﾄﾘｴｽﾃのストリーム)



ボルドーLRTの地表集電システム 2003年12月開業
電車が接近すれば、地表線に自動的に通電
車両下部の集電器より給電する



環境大国スエーデントロリーバス 2003年9月

ランズクローナー

• 1路線、3Km、車両4輌

• 建設費3,500万クローネ

(約5億円)

• 架線柱 アルミ製160本

街灯ポールと兼用

• 建設工期約1年



ローマにトロリーバス 2005年 3月

•古都ローマに33年ぶりに復
活した

• 市内中心部分(11.4km)は景観保全
によりニッケル水素バッテリーに
よる架線レス運行実施

郊外ではトロリーポールによる
(架線)トロリー走行

• 車輌はSOLARIS社(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ)製 連
接 T-18



上海キャパシタトロリーバス

上海豫園にて運行中 2006年

架線レスキャパシタトロリーバ
ス2010年上海万博会場で運行

停留所で充電、架線レス走行

停車中補充電(90秒)で8km走行可能

キャパシタセル(1.65v 80,000F)

320個搭載



北京リチュームイオンバッテリーバス 2008年運行

• 北京オリンピツク選手送迎用で運行

• リチュームイオンバッテリー(388v)
による電気バス。

• 充電所でカセットバッテリーを取り
換える方式

• 一充電で140km走行可能



急速充電ハイブリッドバス
スエーデン・ヨーテンボリ 2012年

1956年～1959年にかけて

ベルギ・ヘントで運行された

ジャイロバス（フライホイル搭載）

ボルボ社が開発。2012年より
ヨーテンボリにて試運転を開始
した。

急速充電ハイブリッドバス



21世紀ゴムタイヤトラムの登場 2001年

ゴムタイヤトラムとは

• フランス等では、通常の鉄輪式の

LRTに加えて、ゴムタイヤトラムの

開発・導入が進んでいる

• ゴムタイヤトラムには、TVR、

トランスロール、CIVIS、Phileasの

４つのシステムがある

導入の背景

• より低廉な都市交通システムを

実現する

・タイヤの特性を活かし、起伏の多い

地形を持つ都市、トランジットモール

での急発進、急停車可能等特徴を活か

したバスとLRTのハイブリッド化を目指す

・パリ交通営団(RATP)が主に低廉なLRT

導入を、TVR・トランスロール・CIVIS

の３種類を比較実験を実施した



ＴＶＲ （ボンバルジィア）

ナンシー（２００１年) カーン（２００２年）



トランスロール（ロール社）

• クレルモン・フェラン • パドヴ



CIVIS（車両：Irisbus-FIAT／ガイド：ジーメンス)

• ルーアン 2001年

ディーゼル発電機搭載、

インホイルモーターによる

100%低床式バス

ジーメンスが開発した搭載カメラ
で路面上の二本線ラインを読み撮る
光学誘導自動システムにより、自動
操縦可能、

プラットホームと車両のパーフェ
クトなバリアフリーが達成

• 2003年 ラスベガス

• 2008年 カステリオン運行

• 2010年 ボローニア、ニーム運行



Civis 光学式ガイドトロリーバス 2008年6月

スペイン・カステリオン

• ハンドルの自動操縦可能

• プラットホームと車両の間隔が

無く、乗り降りの完全バリアフ
リー化

• 搭載カメラで道路上の白線
を読み取りCPによる自動操
縦が可能

(ジーメンス社製)



Phileas(APTS開発)の本格的なBRT運行
イタリアのペスカーラ、ベローナに登場

• PhileasはオランダAPTS社が開発
したデュアルモードトロリーバス

特長

道路上の磁気読取、インホイルモ
ーター、全輪自動操舵システム、

受電はトロリーポール、LPG発電機

リチュウムイオンバッテリー、

キャパシタ搭載可能

蟹のように横向き進行

アイントホーヘン、ドゥエにて

運行、ソウルで実験線走行



タイヤトラムの本命

トランスロールの運行

2006年クレルモン・フェラン、

2007年パドヴァ、天津、

2009年上海、

2010年メストレ・ヴェニス 運行

(2005年 日本(堺市)で試験運行を実施した
が営業運行に至っていない)

• 特長

軽量アルミモジュール構造で軽量

10.5度の小回りが利く、13%勾配に対応可能

双方向運転、ガイドレール専用路線

(LRTに近い)

ニッケル水素バッテリー搭載により架線レ

ス運行可能

上写真 堺市実験線

2005年

下写真 上海 開業式

2008年



IRISBUS (Cristalis 18m)

インホイールモーター (低床式)

フランス リオンで運行中



SOLARIS (Trollino 18) ポーランド製

ザッツブルグで運行中



HESS (lighTram 24) スイス
大型ハイブリッドトロリーバス

ジュネーブ、ローザンヌで運行中



VanHool (Exquicity 18) 
ジュネーブ、パロマで運行中

ミニトロリーバス

Rampini・ジーメス社製

• 長さ 7.72m  幅 2.20m  高
さ 3.15m

• 乗車人員 44人(9席)

• 2013年、ウイーンで運行



Neoplan(LT20) ドイツ製

サウジアラビア・リヤドに輸出
キング・サウド大学構内(12km)で運行 VIP用トロリーバス



Bombardier 非接触充電バス 2012年
Primove Test Bus  ドイツ・マンハイム試験運行



ジーメンス eHighway Trolleybus

高速道路での貨物輸送の可能性にチャレンジ !



モスクワ交通局訪問 1993年



トロリーバス帝国 モスクワ



モスクワの休日



北朝鮮 ピョンヒャン 1995年



平壌の公共交通 地下鉄・トロリーバス・LRＴ



北朝鮮・平壌のトロリーバス



平壌 トロリーバス乗車 切符 切手 紙幣



トロリーバスの仲間たち

サンフランシスコ、ボストン、ウィーン、バンクーバー



イングランド トロリーバスミュジアム (1994年)



ボローニア 貴族の館 1996年



プラハの春 (1996年)



エクアドル キト (2000年)



中国各地の20都市交通局視察
2006年～2009年



トロリーバス博物館 2008年 Saint-Etienne



フランスの田舎町 (2009年)



ヨーロッパの公共都市交通システム



モスクワ トロリーバスが２０２０．０８．２５運行廃止

サンフランシスコはケーブルカーと共に存続している



トロリーバス三兄弟 トロリーバス ラストラン ２０１８年１１月

トロリーバスからバッテリーバスへ



ご清聴有難うございました


